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解 説

1. 本研究は「診断基準・重症度分類策定・改訂のための疫学臨床調査」
に相当する。平成28年より始まったＰＭＬサーベイランス委員会による
症例調査登録システムは、平成30年5月より新たな新症例登録システ
ムを開始し、令和元年度も継続した。令和元年度は6月に病理小委員
会および8月、11月および令和2年1月にＰＭＬサーベイランス委員会
会議を開催し、47例の症例検討を行い、また令和元年11月までに205
件のPML疑い症例がPMLサーベイランス委員会事務局登録された。
またフォローアップ検査等重複を含むPML疑い検査件数は345例と
なっており、引き続き情報収集、解析を継続する。
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